
（２
） 

ハ
ン 

 
   

(

バ
ン) 

 

 一 

次
の
文
の
□
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、  

 
 

 

の
中
か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 

【各
一
点
】 

① 

立
方
体
の
体 

 
 

 
 

を
求
め
る
。 

 

 
 

 
 

）  
  

② 
 

 
 

 

任
感
が
強
い
。 

 

③ 

成 
 

 
 

 

が
あ
が
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

① 
 

 
 

 
 

画
に
取
り
組
む
。 

 

② 

岸
の 

 
 

 
 

対
側
に
行
く
。 

 

③ 

黒 
 

 
 

 

に
字
を
書
く
。 

 

④ 

夕 
 

 
 

 

の
し
た
く
を
す
る
。 

 
 

 
 

 

二 

次
の
【  

】の
中
の
漢
字
は
、  

 
 

の
中
に
あ
る
同
じ
部
分
を
加
え
る
と
別
の
漢
字
に

な
り
ま
す
。
加
え
る
部
分
を 

 
 

  

の
中
か
ら
選
ん
で 

 
 

に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

選
ん
だ
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
表
す
意
味
を 
 

 

の
中
か
ら
選
び
、
（   

）に
記
号
で
書
き 

 
 

ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【完
答 

各
一
点
】 

 
 

（
１
） 

【 

永 

毎 

可 

魚 

】
＋ 

 
 

 
 

・
・
・
（ 

○イ 

） 
  

 

（
２
） 

【 

扁 

氏 

吉 

田 

】
＋ 

 
 

 
 

・
・
・
（ 

○ウ 

） 
  

 

（
３
） 

【 

支 

采 

旨 

受 

】
＋ 

 
 

 
 

・
・
・
（ 

○ア 

） 

 
組 

 
 

 
 

番 

 

小
学
校
六
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

 

① 

 

氏 

名 

 

   

漢
字
の
形
と
音お

ん

・
意
味 

／ 

  

積

責 

績 

（１
） 

セ
キ 

版 

反 

板 飯 

責 績 積 板 反 飯 版 

氵

 

糸扌

  

○ア 

手
に
関
す
る
こ
と
を
表
す
。  

○イ 

水
に
関
す
る
こ
と
を
表
す
。 

○ウ 

糸
や
織
物
に
関
す
る
こ
と
を
表
す
。 

○エ 

体
に
関
す
る
こ
と
を
表
す
。 

10 

扌 

月 

糸 

氵 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

一 

次
の 

 
 

 

の
中
の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
って
、
あ
る
町
の
出
来
事
を
記
事
に
し
て
町
の

人
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【各
五
点 

教
師
判
定
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（例
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
１
） 

       

（
２
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
組 

 
 

 
 

番 

 

小
学
校
六
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

② 

 

氏 

名 

 

   

漢
字
の
広
場 

１ 

／ 

  

 

水
質
の
調
査
を
し
ま
し
た
。 

県
の
職
員
が
、
県
境
を
流
れ
る
川
の
河
口
で
、

 

立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

因
の
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
現
場
検
証
の
た
め
、

町
の
中
心
を
通
る
道
路
で
、
わ
き
見
運
転
が
原

 

す
。 

う
に
保
護
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま 

お
寺
で
は
文
化
財
で
あ
る
仏
像
を
、
ど
の
よ 10 

文
化
財 

仏
像 

 

保
護 

原
因 

事
故 

 

検
証 

立
ち
入
り
禁
止 

県
境 

河
口 

 

水
質 

調
査 



一 

次
の
文
の
中
の
（  

 
 

） 

に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
言
葉
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【全
部
正
解
で
二
点
】 

 
 

 

日
本
語
の
文
に
は
、
自
由
に
語
順
を
決
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
、
ふ
つ
う
は
定
ま
って
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
「今
日
」「
来
た
」
「
私
は
」「
自
動
車
で
」
「学
校
に
」と
い
う
五
つ
の
言
葉

を
並
べ
か
え
て
文
を
作
る
場
合
、
（「今
日
」
「私
は
」
「自
動
車
で
」
「学
校
に
」 

） 

は
、
人
に
よ
っ

て
置
く
場
所
が
ち
が
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 

い
っぽ
う
、
（ 

「来
た
」 

）
は
最
後
に
置
い
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な 

文
の
（ 

述
語 

）に
当
た
る
言
葉
は
、
書
き
言
葉
で
は
ふ
つ
う
、
文
末
に
置
き
ま
す
。 

 

二 

次
の
文
の
中
の
、
主
語
と
述
語
の
関
係
に
あ
る
言
葉
の
組
を
そ
れ
ぞ
れ
二
組
見
つ
け
て
、 

 
 

 
 

の
中
に
書
き
な
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【各
一
組
一
点
】 

（１
） 

残
雪
が
来
た
と
知
る
と
、
大
造
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
こ
そ
は
と
、
か
ね
て
考
え
て
お
い
た

特
別
な
方
法
に
取
り
か
か
った
。 

 

 
 

 
 

 

 
 

（２
） 

じ
い
さ
ん
が
ぬ
ま
地
に
す
が
た
を
現
す
と
、
大
き
な
羽
音
と
と
も
に
、
ガ
ン
の
大
群
が
飛 

び
立
った
。 

  

三 

次
の
文
を
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
し
、
同
じ
内
容
を 

 
 

 
 

に
表
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【各
二
点
】 

（１
） 

か
え
る
く
ん
が
書
い
た
お
手
紙
は
と
て
も
す
て
き
な
内
容
だ
った
。 

  

（２
） 

僕
が
『
中
辛
』を
食
べ
る
の
を
知
った
お
父
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
う
な
ず
い
た
。 

 

 
組 

 
 

 
 

番 

 

小
学
校
六
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期
③ 

 

氏 

名 

 

   

文
の
組
み
立
て 

／ 

  

10 

残
雪
が 

 

来
た 

大
造
じ
い
さ
ん
は 

 

取
り
か
か
った 

じ
い
さ
ん
が 

 

現
す 

大
群
が 

 

飛
び
立
った 

 

か
え
る
く
ん
が
お
手
紙
を
書
い
た
。
そ
の
お
手
紙
は
と
て
も
す
て
き
な
内
容
だ
った
。 

僕
は
『中
辛
』を
食
べ
る
。
そ
れ
を
知
った
お
父
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
う
な
ず
い
た
。 
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